
平成２０年１月期平成２０年１月期

中間決算説明会資料中間決算説明会資料

平成１９年９月１４日（金）

ジェーピーエヌ債権回収株式会社

証券コード#８７７４

大阪証券取引所ヘラクレス



JPN Collection Service Co., Ltd.－2－

目次目次

１．第１４期中間期決算業績
◇第１４期トピックス◇第１４期トピックス ……Ｐ４Ｐ４
◇上期業績ハイライト◇上期業績ハイライト ……Ｐ５～Ｐ７Ｐ５～Ｐ７
◇原価・販管費の実績◇原価・販管費の実績 ……Ｐ８Ｐ８
◇上期における増収増益要因について◇上期における増収増益要因について ……Ｐ９～Ｐ１５Ｐ９～Ｐ１５

２．第１４期通期業績計画
◇第１４期下期計画のポイント◇第１４期下期計画のポイント ……Ｐ１７Ｐ１７
◇第１４期下期に対処すべき課題◇第１４期下期に対処すべき課題 ……Ｐ１８Ｐ１８
◇第１４期通期業績計画◇第１４期通期業績計画 ……Ｐ１９～Ｐ２２Ｐ１９～Ｐ２２
◇配当政策◇配当政策 ……Ｐ２３Ｐ２３

３．参考資料
◇サービサー業界の概況◇サービサー業界の概況 ……Ｐ２５～Ｐ２７Ｐ２５～Ｐ２７
◇官マーケット動向◇官マーケット動向 ……Ｐ２８Ｐ２８
◇不良債権の動向◇不良債権の動向 ……Ｐ２９Ｐ２９
◇用語説明◇用語説明 ……Ｐ３０～Ｐ３１Ｐ３０～Ｐ３１



JPN Collection Service Co., Ltd.－3－

１．第１４期中間期決算業績１．第１４期中間期決算業績

２．第１４期通期業績計画

３．参考資料



JPN Collection Service Co., Ltd.－4－

第１４期トピックス第１４期トピックス

２月 ◆営業力・組織力強化を目指し、組織と人事の大幅刷新

◇中部電力㈱と電気料金等集金委託事務の契約

３月 ◇東京都育英会より未納奨学金督励業務を受託（派遣契約）

４月 ◇堺市より市税督励業務を受託（派遣契約）

◇堺市に対し、新たに新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ担当として債権管理者１名を派遣

（ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ契約）

６月 ◆１：２の株式分割実施

◇倉敷市より市税督励業務を受託（派遣契約）

◇髙島屋ｸﾚｼﾞｯﾄ㈱の延滞債権管理回収業務の完全受託

７月 ◇東京都練馬区より市税督励業務を受託（派遣契約）

◇大手信販会社Ｎ社とｺｰﾙｾﾝﾀｰへのｵﾍﾟﾚｰﾀｰ派遣業務にて契約、民間

企業向け初の人材派遣ｽｷｰﾑでの契約

◇㈱日産ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｻｰﾋﾞｽの延滞債権管理回収業務の完全受託
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上期業績ハイライト上期業績ハイライト

第１４期第１４期 中間期中間期 第１３期第１３期 中間期中間期

増減額増減額 実績実績

494922

163163

5555

274274

252566

5.45.4%%

130130

2,6142,614

1,831,8355

323266

453453

472472

18.1%18.1%

289289

実績実績 前年同期比前年同期比

売 上 高売 上 高 3,103,1066 118.118.8%8%

売 上 原 価売 上 原 価 1,9981,998 108.9108.9%%

販 管 費販 管 費 383811 116.8116.8%%

営 業 利 益営 業 利 益 727727 160.3160.3%%

経 常 利 益経 常 利 益 727288 154.154.1%1%

（ 利 益 率 ）（ 利 益 率 ） 23.5%23.5% －－

当 期 純 利 益当 期 純 利 益 419419 144.7144.7%%

（百万円）
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上期業績ハイライト上期業績ハイライト～事業別売上高～～事業別売上高～

第１４期第１４期

中間期中間期
前年前年

同期比同期比

第１３期第１３期

中間期中間期

2,6822,682 2,2112,211

構成比構成比 86.386.3%% 1.71.7%% 84.6%84.6%

ﾘ ｻ ｰ ﾁﾘ ｻ ｰ ﾁ 246246 141.7%141.7% 171744

ﾊ ﾞｯｸｱｯﾌ ﾟﾊ ﾞｯｸｱｯﾌ ﾟ 178178 77.977.9%% 222299

構成比構成比 5.85.8%% △△3.03.0%% 8.8%8.8%

構成比構成比 7.9%7.9% 1.31.3%% 6.6%6.6%

業 務 代 行業 務 代 行 121.3121.3%%

■事業別売上高実績
（百万円）

業務代行
86.3%

ﾘｻｰﾁ
7.9%

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
5.8%

業務代行主体に売上拡大業務代行主体に売上拡大

32.1%32.1%△△1.51.5%%30.30.6%6%
ｸﾚﾃﾞｨｾｿﾞﾝｸﾚﾃﾞｨｾｿﾞﾝ

構成比構成比
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上期業績ハイライト上期業績ハイライト～事業別利益～～事業別利益～

■事業別売上総利益実績
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（百万円） （百万円）

第１４期第１４期

中間期中間期
前年前年

同期比同期比

第１３期第１３期

中間期中間期

873873 535344

利益率利益率 32.5%32.5% 8.4%8.4% 24.1%24.1%

ﾘ ｻ ｰ ﾁﾘ ｻ ｰ ﾁ 100100 181.8%181.8% 5555

ﾊ ﾞｯｸｱｯﾌ ﾟﾊ ﾞｯｸｱｯﾌ ﾟ 135135 71.0%71.0% 190190

利益率利益率 75.8%75.8% △△7.7.11%% 82.9%82.9%

利益率利益率 40.6%40.6% 9.09.0%% 31.31.66%%

業 務 代 行業 務 代 行 163.163.44%%
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原価・販管費の実績原価・販管費の実績

■主な経費の実績

第１４期第１４期 第１３期第１３期

減 価 償 却 費減 価 償 却 費 171171 7.27.2％％ 92.492.4％％ 181855 8.8.66％％

賃 借 料 等賃 借 料 等 184184 7.77.7％％ 103.3103.3％％ 178178 8.8.22％％

手 数 料手 数 料 129129 5.45.4％％ 161.2161.2％％ 8080 3.73.7％％

そ の 他そ の 他 310310 13.013.0％％ 122.5122.5％％ 253253 11.711.7％％

中間期中間期 構成比構成比 前年同期比前年同期比

100.0100.0％％ 110.1110.1％％

108.7108.7％％

104.9104.9％％

557.77.7％％

9.09.0％％

2,3792,379

1,3711,371

214214

中間期中間期 構成比構成比

原 価 ・ 販 管 費 計原 価 ・ 販 管 費 計 2,162,1611 100.0100.0％％

人 件 費人 件 費 1,2611,261 58.458.4％％

通 信 費通 信 費 204204 9.49.4％％

従業員数 第１３期末 878名 ⇒ 第１４期中間期 940名（ 62名増加）

※上記従業員数には嘱託社員・契約社員・ｱﾙﾊﾞｲﾄ社員を含む

（百万円）
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業務代行事業の中間期増収増益について業務代行事業の中間期増収増益について

業務代行事業における増収増益の主な要因業務代行事業における増収増益の主な要因

１）官ﾏｰｹｯﾄをはじめとした、新規提携先による売上の純増１）官ﾏｰｹｯﾄをはじめとした、新規提携先による売上の純増

（第１３期（第１３期 １５１５先、１４期先、１４期 ８８先）先）

２）信販系を主体とした既存先からの受託債権量、および事務２）信販系を主体とした既存先からの受託債権量、および事務

代行量の増加による売上増代行量の増加による売上増

３）中長期債権の増加に伴った管理回収の促進と、効率的３）中長期債権の増加に伴った管理回収の促進と、効率的なな

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの実現ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの実現

４）原価・一般管理費の適正なｺｽﾄ管理、総合的な管理回収力４）原価・一般管理費の適正なｺｽﾄ管理、総合的な管理回収力

の強化による生産性の高い業務運営の強化による生産性の高い業務運営
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中間期業績におけるポイント中間期業績におけるポイント

■業務代行における売上増要因
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１３期新規 １４期新規

増加分

（百万円）

＜増収の主な内訳＞＜増収の主な内訳＞

・第１４期提携先、売上寄与・第１４期提携先、売上寄与

２２６百万６百万円円

・第１３期提携先、売上寄与・第１３期提携先、売上寄与
５４百万円５４百万円

・既存先増額・既存先増額

３９３９11百万百万円円
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業務代行事業の売上構成業務代行事業の売上構成

■ｸﾗｲｱﾝﾄ業種別売上高

第１４期

中間期
前年

同期比

1,6601,660 124.124.22％％

126.126.11％％

99.399.3％％

89.789.7％％

11116.46.4％％

13132.52.5％％

－－

154.0154.0％％

110.1110.1％％

420420

153153

96    96    

8585

5757

1313

5757

141141

第１３期

中間期

信 販 1,331,3366

消費者金融 333333

金融機関等 154154

放 送 107107

通 販 7373

通 信 4343

公 共 料 金 --

官 ・ 公 3737

そ の 他 128128

（百万円）
■ｸﾗｲｱﾝﾄ業種別構成比

その他
5.2%

公共料金
0.5%

官・公
2.1%

通信
2.1%通販

3.2%

放送
3.6%

金融機関等
5.7%

消費者金融
15.7%

信販
61.9%

信販系主体に、他業種にわたり信販系主体に、他業種にわたり
取扱債権を拡大取扱債権を拡大
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債権構成の変化と拡大について（１）債権構成の変化と拡大について（１）

100.8

134.1

100.0 100.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

13期中間期 １４期中間期

初期債権

中長期債権

■初期債権と中長期債権の伸び率

クレジットカード業界の取扱高は増クレジットカード業界の取扱高は増

加しては加してはいるものの、与信の引きいるものの、与信の引き

締めや口座決済率の向上などで、締めや口座決済率の向上などで、

初期債権受託は前年同水準初期債権受託は前年同水準

中長期債権においては、通常延滞中長期債権においては、通常延滞

に加え、弁護士介入などの第三者に加え、弁護士介入などの第三者

介入債権の管理や任意和解債権介入債権の管理や任意和解債権

数の増加により大幅な増加数の増加により大幅な増加

※※左記グラフは、第１３期上期の売左記グラフは、第１３期上期の売

上額を１００とした際の対数比較上額を１００とした際の対数比較

（％）
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債権構成の変化と拡大について（２）債権構成の変化と拡大について（２）

48.0% 41.4%

45.1% 50.3%

6.9% 8.3%

0%

25%

50%

75%

100%

１３期上期 １４期上期

初期債権 中長期債権 付帯業務
■クレジット債権（※注）売上額と構成比

注）右記ﾃﾞｰﾀは、初期・中長期のｸﾗｽ別管理を行なって注）右記ﾃﾞｰﾀは、初期・中長期のｸﾗｽ別管理を行なって

いる信販系ｸﾗｲｱﾝﾄのﾃﾞｰﾀであり、その他兼業の案内いる信販系ｸﾗｲｱﾝﾄのﾃﾞｰﾀであり、その他兼業の案内

や派遣業務は含まずや派遣業務は含まず

第１４期第１４期

中間期中間期
前年前年

同期比同期比

第１３期第１３期

中間期中間期

686686 641641

中長期中長期
債権債権

836836 138.6138.6％％ 603603

9292

1,31,33636

付帯業務付帯業務 131388 150.150.00％％

計計 1,61,66060 12124.24.2％％

初期債権初期債権 107.0107.0％％

（百万円）



JPN Collection Service Co., Ltd.－14－

債権種別による利益構造債権種別による利益構造

初期延滞債権の利益構造
売上＝受託件数売上＝受託件数××契約単価契約単価

・ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ
２万件/月超の受電対応の専門要員配置

・ｱｳﾄﾊﾞｳﾝﾄﾞ
ﾌﾟﾚﾃﾞｨｸﾃｨﾌﾞﾀﾞｲｱﾙによる大量のｵｰﾄｺｰﾙ

人員数

売上原価

受託件数
売上高

利幅

ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ・ｱｳﾄﾊﾞｳﾝﾄﾞ各々に、受託債権数に応じｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ・ｱｳﾄﾊﾞｳﾝﾄﾞ各々に、受託債権数に応じ
た人員配置を要す為、利益率の伸びは緩やかとた人員配置を要す為、利益率の伸びは緩やかと
なるなる

中長期延滞債権の利益構造
売上＝回収金額売上＝回収金額××契約料率契約料率

・ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ・ｱｳﾄﾊﾞｳﾝﾄﾞ
ｼﾞｮﾌﾞ戦略による効率的な架電と高ｽｷﾙの
ｵﾍﾟﾚｰﾀｰによる高回収率の確保

受託債権量の増加に対しては、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰの増員で受託債権量の増加に対しては、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰの増員で
はなく、ｼﾞｮﾌﾞ戦略とｽｷﾙｱｯﾌﾟによる高効率化により、はなく、ｼﾞｮﾌﾞ戦略とｽｷﾙｱｯﾌﾟによる高効率化により、
利益率の大幅な向上が可能となる利益率の大幅な向上が可能となる

売上原価

人員数

スキル
売上高

利幅

構造ｲﾒｰｼﾞ
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生産性の高い業務運営生産性の高い業務運営

48.2% 44.1%

7.8%
6.9%

7.1%
5.5%

19.5%
20.1%

17.4% 23.4%

0%

25%

50%

75%

100%

第１３期中間期 第１４期中間期

人件費 通信費 減価償却 その他 営業利益 業務の質的向上を目指した人員配置業務の質的向上を目指した人員配置

の適正化による人件費高騰の抑制の適正化による人件費高騰の抑制

一般管理費の適正なコスト管理一般管理費の適正なコスト管理

通信料、委託料等の見直しによるロー通信料、委託料等の見直しによるロー

コスト化推進コスト化推進

生産性の高い業務運営の実現生産性の高い業務運営の実現

■各経費構成

※左記グラフは売上高に対する各経費構成比
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１．第１４期中間決算業績

２．第１４期通期業績計画２．第１４期通期業績計画

３．参考資料
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第１４期下期計画のポイント第１４期下期計画のポイント

クレジット事業を主軸とした既存事業の拡大クレジット事業を主軸とした既存事業の拡大

官マーケットへの積極参入官マーケットへの積極参入

競争優位のインフラの確立競争優位のインフラの確立

【中期経営計画の基本方針】

新規事業モデル構築も含めた営業力の継続的強化新規事業モデル構築も含めた営業力の継続的強化

経営全般に関するインフラ整備による社内体制強化経営全般に関するインフラ整備による社内体制強化
・・システム ： 量的拡大に耐えうるシステム基盤構築

・人事 ：： 新しい人事制度の構築
・体制 ： センターの再編成、リーガル・コンプライアンス体制構築

・制度 ： 経営管理制度構築

【下期における重点方針】
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第１４期下期に対処すべき課題第１４期下期に対処すべき課題

ｲﾝﾌﾗの規模的対応と質的対応ｲﾝﾌﾗの規模的対応と質的対応

官への人材派遣業務拡大への対応官への人材派遣業務拡大への対応

中長期的事業戦略を睨んだ新規ﾋﾞｼﾞﾈｽへの対応中長期的事業戦略を睨んだ新規ﾋﾞｼﾞﾈｽへの対応

コンプライアンス強化への対応コンプライアンス強化への対応

人事制度の見直しと対応人事制度の見直しと対応

上記課題解決にコスト投下を行い、上記課題解決にコスト投下を行い、
継続成長の基盤強化をはかる継続成長の基盤強化をはかる
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第１４期通期業績計画（１）第１４期通期業績計画（１）

■戦略的資本投下計画

第１４期第１４期

上期実績上期実績 下期計画下期計画
前年差前年差

436436

214214

△△１１

223223

△△3333

4949

前年比前年比

115115

3030

247.7247.7％％616616

382382

66

228228

3131

4949

2525

291291

227.3227.3％％

85.785.7％％

285.8285.8％％

55.455.4％％

--

133133

350.0350.0％％

137.8137.8％％

--

ｾｷｭﾘﾃｨ強化ｾｷｭﾘﾃｨ強化 -- 66 77

そ の 他そ の 他 115115 343343 120120

インフラインフラ
（増床・増台等）（増床・増台等）

1010 4141 7474

投投

資資

内 部 統 制 関 連内 部 統 制 関 連 -- 4949 ‐‐

教 育 研 修教 育 研 修 1717 4242 1212経経

費費シ ス テ ム 経 費シ ス テ ム 経 費 193193 484484 351351

合計合計

第１３期第１３期
実績実績

シ ス テ ム 投 資シ ス テ ム 投 資 731731 295295

ﾈｯﾄﾜｰｸ強化ﾈｯﾄﾜｰｸ強化 382382 168168

（百万円）
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第１４期通期業績計画（２）第１４期通期業績計画（２）

第１４期第１４期 期初計画比期初計画比 前年比前年比

中間期中間期 通期通期 中間期中間期 通期通期 中間期中間期 通期通期

売 上 高売 上 高 3,1063,106 6,2756,275

4,4,217217

738738

1,3201,320

1,331,3300

21.1%21.1%

780780

107.1%107.1% 104.5%104.5% 118.8%118.8% 11115.15.1%%

売 上 原 価売 上 原 価 1,9981,998 100.100.11%% 103.103.00%% 108.9%108.9% 11112.42.4%%

販 管 費販 管 費 381381 89.889.8%% 92.792.7%% 116.8%116.8% 116.4116.4%%

営 業 利 益営 業 利 益 727727 151.4%151.4% 118.7%118.7% 160.3%160.3% 123.8123.8%%

経 常 利 益経 常 利 益 728728 148.5148.5%% 11118.78.7%% 154.154.11%% 125.4125.4%%

（ 利 益 率 ）（ 利 益 率 ） 23.23.55%% 6.76.7%% 2.5%2.5% 5.4%5.4% 1.7%1.7%

当 期 純 利 益当 期 純 利 益 419419 144.4%144.4% 118.1%118.1% 144.7%144.7% 123.0%123.0%

1,171

2,310

3,107
3,741

4,764

5,451

32
312 533

769 869 1,060
1,330

6,275

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

第８期 第９期 第１０期 第１１期 第１２期 第１３期 第１４期

売上高

経常利益
【売上高・経常利益の推移】

（百万円）

（百万円）■第１４期損益計画
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第１４期通期業績計画第１４期通期業績計画～事業別売上計画～～事業別売上計画～

■事業別売上計画

4,642
5,455

389

501
420

319

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

第13期 第１4期

業務代行 ﾘｻｰﾁ事業

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ事業

（百万円）（百万円）

第１４期第１４期

通期計画通期計画 前期比前期比

第１３期第１３期

実績実績

5,4555,455 4,6424,642

構成比構成比 87.0%87.0% 1.8%1.8% 85.2%85.2%

ﾘ ｻ ｰ ﾁﾘ ｻ ｰ ﾁ 501501 128.7%128.7% 389389

ﾊ ﾞｯｸｱｯﾌ ﾟﾊ ﾞｯｸｱｯﾌ ﾟ 319319 75.9%75.9% 420420

構成比構成比 5.0%5.0% △△2.72.7%% 7.7%7.7%

構成比構成比 8.0%8.0% 0.9%0.9% 7.1%7.1%

業 務 代 行業 務 代 行 117.5%117.5%
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第１４期通期業績計画第１４期通期業績計画～事業別利益計画～～事業別利益計画～

■事業別売上総利益計画

1,225
1,616

131

206
344

236

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

第13期 第１4期

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ事業

ﾘｻｰﾁ事業
業務代行

（百万円）（百万円）

第１４期第１４期

通期計画通期計画 前期比前期比

第１３期第１３期

実績実績

1,6161,616 1,2251,225

構成比構成比 78.5%78.5% 6.4%6.4% 72.1%72.1%

ﾘ ｻ ｰ ﾁﾘ ｻ ｰ ﾁ 206206 157.2%157.2% 131131

ﾊ ﾞｯｸｱｯﾌ ﾟﾊ ﾞｯｸｱｯﾌ ﾟ 236236 68.6%68.6% 344344

構成比構成比 11.11.55%% △△8.7%8.7% 20.2%20.2%

構成比構成比 10.0%10.0% 2.2.33%% 7.7%7.7%

業 務 代 行業 務 代 行 131.9%131.9%
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配当政策配当政策

1,250 1,500

2,250

250

1,250

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成１８年１月期 平成１９年１月期 平成２０年１月期(予想）

上場記念配当

普通配当

弊社は、事業発展の柱となる財務体質の強化財務体質の強化及び株主の皆様への還元株主の皆様への還元を経営経営

の重要な施策の重要な施策の一つの一つとして位置付け業績の伸張に応じた安定配当安定配当を目指します。

上記基本方針に基づき、安定配当の継続を基本に、配当性向30%を目指し、株

主への利益還元を拡充してまいります。

今期、更なる株主還元を図ると共に配当性向の向上を目指し、配当予想を期初

予想の2,250円から3,500円へと予想を大幅修正

（円）

今期3,500

※株式分割に伴う影響を加味し、各期の配当額に遡及修正を行った場合の数値にて表記

増加額

期初予想
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１．第１４期中間決算業績

２．第１４期通期業績計画

３．参考資料３．参考資料
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用語説明（１）用語説明（１）

初期債権（初期延滞債権）
クレジット債権において、口座決済がなされずに延滞となった債権で、延滞

１日～約４５日までの債権（クライアント毎に相違あり）

中長期債権（中期延滞・長期延滞債権）
初期において入金がなされず、延滞日数が４６日～超過した債権。貸倒ま

でを総じての総称。また、任意和解や債務整理を行なって分割返済等を行

なう債権も中長期債権として定義付け（クライアント毎に相違あり）

付帯業務
貸倒償却に伴う疎明資料作成や住民票等の取得代行業務。また、弁護士

等への債権届けや事務代行等の一連の業務

ジョブ戦略
曜日や時間帯、本人属性等を踏まえて、電話発信先を特定して、時間効

率・件数効率等の最適化を図ること
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用語説明（２）用語説明（２）

インバウンド
クライアント毎に設けた専用のナンバーへ直接コールされてくる、顧客より
の問合せや照会等の受電を受けること

アウトバウンド
インバウンドに対して、当社より顧客の自宅や携帯電話へのお知らせやご
案内を行うために、電話発信をすること

プレディクティブ・ダイアル
膨大な顧客データの中から、特定の条件の顧客を抽出してコンピューター
が自動発信を行い、応対のあった顧客のみオペレーターに繋ぐシステム。
オペレーターによるダイヤル時間、コール待ち時間等をゼロにすると共に大
量の発信が可能となる
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お問い合わせ先お問い合わせ先

ＩＲに関するお問合せＩＲに関するお問合せ
ジェーピーエヌ債権回収株式会社ジェーピーエヌ債権回収株式会社

経営企画部経営企画部
℡℡ ０３（５９９２）１１１９０３（５９９２）１１１９

本資料は当社の事業内容、経営戦略、業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当本資料は当社の事業内容、経営戦略、業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当
社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料
の決算データ・会社データについては平成の決算データ・会社データについては平成1919年９月１３日現在のデータに基づいて作成してお年９月１３日現在のデータに基づいて作成してお
ります。本資料に記載された見通し等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正ります。本資料に記載された見通し等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正
確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあり確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあり
ます。ます。

本日のご来場、まことにありがとうございました。
今後とも、宜しくお願い申し上げます。
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